
 宮崎県公立高校入試徹底分析【国語】 
 【形式・難易度】 

 試験時間  50分  配点  100点 

 問題構成 

 大問４題。文学的文章・説明的文章・資料の読み取り・古典。易しかった昨年度入試に比べると平 
 年並みの難易度に戻ったが、しっかり準備した受験生には取り組み易い問題だったと思われる。 
 文学的文章。設問は６問。配点30点。出典（『きみの話を聞かせてくれよ』村上雅郁） 
 説明的文章。設問は６問。配点30点。出典（『ともに生きるための演劇』平田オリザ、『演技と演 
 出のレッスン』鴻上尚史） 
 資料の読み取りと話し合い。設問は６問。配点20点。作文有り。 
 古典。設問は６問。配点は20点。出典（和歌：『古今和歌集』、古文：『建礼門院右京大夫集』、 
 漢詩：『唐詩選』） 

 令和６年度(2024)  令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  令和３年度(2021)  令和２年度(2020) 

 問題量(A４で)  ７  ページ分  ７  ページ分  ７  ページ分  ７  ページ分  ７  ページ分 
 小問数  24問  21問  23問  22問  23問 
 論述問題の数  ６  問  ７  問  ５  問  ５  問  ５  問 
 論述問題配点  29点  29点  28点  29点  非公表 
 受験者平均点  57.7  点  67.0点  51.9点  58.3点  58.8点 

       ※合格者の中から一定数抽出して平均点を算出（宮崎県教育研修センター発表） 

 【出題の傾向と対策】 
 ①心情の変化を説明する問題では、そのきっかけになった出来事についても丁寧な読解が求められる。日頃から、 

 心情と行動・出来事と心情の因果関係を意識して文学的文章に接していく。 

 ②２つの文章に共通して述べられているテーマについて記述する問題。各段落の要旨をまとめる力が求められる。 
 答えの要素となる段落を探して解答を作成し、字数にあわせて具体例からカットしていく。 

 ③ 同じテーマの漢文と古文の併記出題が定着。定番問題だけでなく 
 　共通する教訓を読み取る。（今年度は和歌も出題） 



 ④ 資料を正確に読み取り、話の流れを踏まえて意見を作成する。 

 ⑤書体の特徴を把握し、正しい筆使いを選択する。 

 解答 

 Ｒ６　一　問四（例）好きなものや得意なものがほしいのならば、努力を続ければいい 
 Ｒ６　二　問六（例）これまで認識していたものを新たなものの見方を得て捉え直すこと 
 Ｒ６　三　問二　社会全体で考えよう　言葉の使い方 
 Ｒ６　三　問五（例）Ａは、年代が上がるにつれて、課題だと思う人の割合が高くなる。先日、食事中に私が 
 　　　　　　　　　おいしいという意味で「やばい」と言ったら、祖父母にとても驚かれた。相手と言葉の意 
 　　　　　　　　　味や使い方の認識が違うことを意識しながら、言葉を使うように気をつけたいと思う。 
 Ｒ６　三　問六　エ 
 Ｒ６　四　問五　１　月　　  ２  （例）月を眺めながら物思いにひたっている人々 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※解答は県発表の標準解答に拠る 


